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1. はじめに 

 グリーンヒドラ(Hydra viridissima)は、ク

ロレラと相利共生を行う刺胞動物の仲間で、

周辺環境が良好な場合、無性生殖の一様式で

ある出芽を行って個体数を増やす。本校生物

部では、これまで、光の波長や強度、温度、

pH 等の諸条件が、グリーンヒドラの出芽によ

る個体数増加に与える影響について調べてき

た。また、指数関数的個体群成長モデル(1)(2)

を個体群成長の評価に利用して、実験個体群

について、光の波長による個体数変化の定式

化を行い、定量的評価について検討してきた。 

 

2. 目的 

ヒドラは、12 時間明暗周期時に明暗を区別

しそれぞれ異なる反応を示す(金谷ら 20193)、

20204))。今回 12時間明暗周期下のグリーン

ヒドラの出芽による個体数増加を調べ、連続

明条件下の個体数とで増加率の比較を行った。 

 

3. 方法 

グリーンヒドラ[緑ヒドラ]及びグリーンヒ

ドラの白化個体(トリメトプリムによりクロ

レラを完全に除去した個体)[白ヒドラ]をそ

れぞれ 1個体シャーレに入れ、光照射式培養

器にて、赤色光(660nm)、12 時間明条件、12

時間暗条件 10µmol/㎡･s のもと、25℃、11 日

間培養し出芽数、個体数の変化を記録した。

培養液には市販のｐH７の天然水を用い、1日

1回十分なエサ(Artemia franciscana)を与え

た。 

 

4. 結果 

07:00〜19:00 で 12 時間赤色光(660nm) 

10µmol/㎡･s、19:00～07:00 で 12 時間暗期の

明暗条件における個体数変化を調べた結果、白

ヒドラと緑ヒドラが同程度の個体数増加を示

した。(図１) 

 

図１ 12 時間明暗条件下の個体数変化 

(緑ヒドラと白ヒドラ) 

  

連続赤色光(660nm)10µmol/㎡･s の明条件に

おける個体数変化を調べた結果、緑ヒドラが白

ヒドラに比べ高い個体数増加を示した(図２)。 

 

図２ 連続明条件下の個体数変化   

       (緑ヒドラと白ヒドラ) 

 

4. 考察 

 緑ヒドラと白ヒドラにおいて、12 時間明暗

条件下と連続明条件下での結果を比較した。緑

ヒドラと白ヒドラでは、出芽による個体数増加

に違いがみられた(図 3、図 4)。緑ヒドラは、

連続明条件下のほうが個体数増加率が高くな

った。白ヒドラは、12 時間明暗条件下のほう

が個体数増加率が高くなった。 
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図３ 緑ヒドラにおける連続明条件と 12 時間

明暗条件下の比較 

 

図４ 白ヒドラにおける連続明条件と 12 時間

明暗条件下の比較 

 

緑ヒドラは、連続明条件下が 12 時間明暗条

件下の増加率の 1.4 倍高かった。これは、共生

クロレラの影響により、出芽が盛んになったた

めだと考えられる。 

白ヒドラは、12 時間明暗条件下が連続明条

件下の増加率の 1.1 倍高かった。連続明条件に

より昼夜のサイクルが乱され、出芽が抑制され

たのではないかと考えられる。また、クロレラ

と共生していないヒドラでは、昼夜サイクルで

睡眠がみられる 3)4) 。今回の実験において白ヒ

ドラでは 12 時間明暗条件によって増加率が上

がっていることから、綠ヒドラには睡眠サイク

ルがない可能性も考えられる。 

 

5. まとめ 

緑ヒドラと白ヒドラでは、12 時間明暗条件

下と連続明条件下における出芽による個体数

の増加に違いがみられた。 

緑ヒドラでは、連続明条件下が 12 時間明暗

条件下の増加率の 1.4 倍高かった。白ヒドラ

は、12 時間明暗条件下が連続明条件下の増加

率の 1.1 倍高かった。共生クロレラの有無の影

響により、出芽に影響がでたと考えられる。12

時間明暗条件下でヒドラに見られた周期的な

行動は行動 3)4)は、共生クロレラを持つグリー

ンヒドラでは、異なっている可能性もあるので

今後検討していきたい。 
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図 3 の緑ヒドラの増加率 

12 時間明暗条件 緑ヒドラ増加率  0.198 

連続明条件     緑ヒドラ増加率  0.278 

図４の白ヒドラの増加率 

12 時間明暗条件 白ヒドラ増加率  0.227 

連続明条件     白ヒドラ増加率  0.206 
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